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序
章第

一
節
　
中
世
文
学
を
底
流
す
る
も
の

第
二
節
　
仏
教
文
学
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て

第
一
章　
『
撰
集
抄
』の
研
究

第
一
節
　
中
世
仏
教
説
話
の
特
異
性
―『
撰
集
抄
』を
中
心
に

第
二
節
　『
撰
集
抄
』に
お
け
る
清
僧
意
識

第
三
節
　「
配
所
の
月
」を
め
ぐ
っ
て
―『
撰
集
抄
』巻
四
第
五
話
を
中
心
に

第
四
節
　
西
行
像
試
論
―『
撰
集
抄
』と『
西
行
物
語
』に
お
け
る
異
質
性

第
五
節
　『
撰
集
抄
』の
説
話
配
列
―
巻
一
を
中
心
に

第
二
章　

中
世
仏
教
説
話
集
の
研
究

第
一
節
　
隠
遁
の
思
想
的
背
景
―
中
世
仏
教
説
話
集
成
立
の
一
基
盤

第
二
節
　
中
世
仏
教
説
話
と
摩
訶
止
観
―「
第
一
節
　
隠
遁
の
思
想
的
背
景
」補
説

第
三
節
　
民
衆
の
中
へ
―
聖
た
ち
の
世
界

第
四
節
　
行
基
と
空
也
―
中
世
仏
教
説
話
集
の
一
側
面

第
三
章　

仏
教
説
話
の
研
究

第
一
節
　
仏
教
説
話
の
成
立

第
二
節
　
仏
教
説
話
に
お
け
る
因
果
応
報
―『
今
昔
物
語
集
』本
朝
仏
法
部
に
み
る

第
三
節
　
親
を
殺
す
話
―
因
果
応
報
譚
の
一
つ
に
つ
い
て

第
四
章　

覚
一
本『
平
家
物
語
』の
研
究

第
一
節
　『
平
家
物
語
』の
世
界
―
男
性
群
像
を
め
ぐ
っ
て

第
二
節
　「
死
」へ
の
思
い
―『
平
家
物
語
』の
語
る
も
の

第
三
節
　「
と
ぞ
見
え
し
」考
―『
平
家
物
語
』に
お
け
る
無
常
観
の
一
表
現

第
四
節
　『
平
家
物
語
』の
性
格
―「
あ
は
れ
」の
語
の
考
察
を
通
し
て

第
五
節
　
貴
族
の
眼
・
武
士
の
眼
―『
平
家
物
語
』に
お
け
る
二
つ
の
価
値
観

第
六
節
　『
平
家
物
語
』に
お
け
る「
罪
」と「
悪
」（
一
）―「
罪
」に
つ
い
て

第
七
節
　『
平
家
物
語
』に
お
け
る「
罪
」と「
悪
」（
二
）―「
悪
」に
つ
い
て

第
八
節
　
覚
一
本『
平
家
物
語
』の
展
開

第
九
節
　「
諸
行
無
常
」・「
盛
者
必
衰
」と
経
論
―『
平
家
物
語
』序
章
を
め
ぐ
っ
て

第
十
節
　「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」―『
平
家
物
語
』冒
頭
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て

第
五
章　

隠
者
文
学
の
研
究

第
一
節
　
西
行
に
お
け
る
遁
世
―『
山
家
集
』よ
り

第
二
節
　「
不
請
の
阿
弥
陀
仏
」考

第
三
節
　『
方
丈
記
』終
章
に
み
る
長
明
の
意
図

第
四
節
　『
徒
然
草
』に
み
る
人
生
観

―『
徒
然
草
』第
四
十
段
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

第
五
節
　
三
つ
の
自
己
―『
徒
然
草
』序
段
の
謙
辞
を
め
ぐ
っ
て

●
附
篇　

中
世
仏
教
文
学
の
周
縁

第
一
章　

中
世
文
学
に
み
る
人
間
観

第
一
節
　『
宇
治
拾
遺
物
語
』に
み
る
人
間
観

第
二
節
　
中
世
女
流
日
記
に
み
る
人
間
観

―『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』・『
と
は
ず
が
た
り
』を
中
心
に

第
二
章　
「
雅
び
」の
崩
壊
と
継
承

第
一
節
　
平
安
王
朝
期
に
お
け
る「
雅
び
」

第
二
節
　
中
世
女
流
日
記
に
み
る「
雅
び
」

第
三
章　

狂
言
綺
語
観
の
展
開

初
出
一
覧
／
あ
と
が
き

中
世
仏
教
説
話
集
、『
平
家
物
語
』、隠
者

文
学
を
柱
と
し
て
、人
間
の
精
神
の
表

出
と
し
て
の
文
学
に
、無
常
観
が
ど
の

よ
う
に
影
響
し
た
か
を
考
察
す
る
、四

十
数
年
に
亘
る
研
究
の
成
果
。

一
九
四
六
年（
昭
和
二
一
）、岐
阜
県
大
垣
市
に
生
ま
れ
る
。同
朋
大
学
文
学

部
卒
業
。大
谷
大
学
文
学
研
究
科
仏
教
文
化
専
攻
博
士
課
程
修
了
。同
朋
大

学
教
授
。同
大
学
院
教
授
。こ
の
間
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で

同
朋
大
学
学
長
。現
在
、同
朋
大
学
名
誉
教
授
。博
士（
文
学
）。専
攻
分
野
は

仏
教
文
学
・
中
世
文
学
・
説
話
文
学
。編
著
に『
閑
居
の
友
　
影
印
と
校
異
』。

論
文
に「『
撰
集
抄
』に
お
け
る
漢
詩
文
の
受
容
」「
日
記
文
学
の
成
立―

そ

の
心
理
的
背
景
」他
。
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